
　
人
の
意
思
決
定
が
性
別
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
る
社
会
は
、自
由
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

目
標
５
で
は
、
そ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
の
根
絶
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
柱
と
な
る
の
は
、
女
性
の

地
位
向
上
と
環
境
改
善
で
す
。国
連
で
は
、

特
に
女
性
に
対
す
る
身
体
的
・
性
的
暴
力

や
児
童
婚
の
禁
止
・
根
絶
、
女
性
の
経
済

的
・
労
働
的
地
位
の
向
上
な
ど
に
力
を
入

　
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
中
で

も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
で
す
。
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
年
間
生
産
量
は
増
加
し
て
お
り
、

2
0
1
5
年
に
ド
イ
ツ
・
エ
ル
マ
ウ
で
開

催
さ
れ
た
G
7
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
海
洋

ご
み
が
世
界
的
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
同
年
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究

者
に
よ
り
、
世
界
で
年
間
約
8
0
0
万

れ
て
い
ま
す
。
女
性
議
員
の
割
合
や
労
働

参
加
率
、
家
事
や
育
児
と
い
っ
た
無
給
労

働
に
従
事
す
る
割
合
な
ど
の
指
標
を
見
る

と
、
世
界
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
は
改

善
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
対
策
と
し
て
外
出
が
制
限
さ
れ
、
家
族

が
一
緒
に
い
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
、
自

粛
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
こ
と
の

影
響
で
、
女
性
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
が
急

増
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
は
、
女
性
に
限
っ

た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。男
性
も
ま
た
、

ト
ン
以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
陸
域
か
ら

海
域
に
流
出
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
、
50

年
に
は
海
洋
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
が
魚

の
量
を
超
え
る
と
い
う
、
衝
撃
的
な
予
測

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
19
年
に
行
わ

れ
た
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
追
加

的
な
海
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
流
入

を
、
50
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
し
た
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
欧
米
を
中
心
に
、
世
界
各
国
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
向
け
た
様
々
な
取

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

海
洋
汚
染
が
、
世
界
的
な
課
題

世
界
の
状
況

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
男
女
平
等
の
実
現
を
目
指
す
目
標
の
５
と
、
海
の
豊
か
さ
を
守
る
目
標
の
14
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
５
は 

仁
愛
大
学
、
目
標
14
は
東
京
理
科
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

目
標
14

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
海
洋
・
海
洋
資
源

を
保
全
し
、
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る

目
標
５

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し 

、

す
べ
て
の
女
性
及
び
女
児
の
能
力
強
化
を
行
う

世
界
的
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
後
退
も

世
界
の
状
況

解　説

解　説
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「
男
性
ら
し
さ
」
を
求
め
ら
れ
る
が
故
に
、

生
き
方
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
の
権
利
保

障
も
、私
は
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
て
生
き
て
い
る
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
、
自
由
で
平
等
な
生
き
方

を
提
示
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
目
標
５
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
中
で
も
最
も
課
題
の
あ
る
目
標
の
１

つ
で
す
。
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
が
策

定
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」で
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、
３

本
柱
の
１
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
へ
の
流
出

量
に
関
し
て
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
統
計

が
現
状
で
は
存
在
せ
ず
、
実
態
把
握
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
＊
１
）
は
、
魚
介
類
の
体

内
だ
け
で
な
く
、
人
の
排
泄
物
か
ら
も
見

つ
か
っ
て
お
り
、
生
態
系
へ
の
深
刻
な
影

響
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
10
か
国

以
上
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
19
年
に
よ
う

や
く
、
海
洋
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
洋
汚
染
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

陸
域
か
ら
海
域
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
流
出
量
を
抑
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
目
標
達
成
に
向
け
て
、
各
国
の
河
川

で
の
流
出
を
調
査
す
る
方
法
を
制
定
す
る

こ
と
が
、
次
の
課
題
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
現
状
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
、「
指
導
的
地
位
」
に
お
け
る
女
性
の

割
合
を
30
％
に
す
る
と
し
た
男
女
共
同
参

画
政
策
の
目
標
の
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
な

ど
、
政
治
分
野
で
の
女
性
参
画
は
、
国
際

的
に
見
て
も
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
最
近
で
は
、
医
学
部
入
試
に
お
け

る
女
性
差
別
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
背
景
に
は
歴
史
的
・
文
化
的
な
要

因
も
あ
り
ま
す
が
、
政
治
家
や
管
理
職
と

い
っ
た
意
思
決
定
者
に
女
性
が
少
な
い
状

況
が
、
一
層
解
決
し
づ
ら
く
し
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。　
　

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
が
声
を
上
げ
る
だ
け

で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
生
き
る
こ
と
は
、一
種
の
「
特
権
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
す
べ
て
の
人
が
持

ち
、
自
主
的
な
取
り
組
み
に
委
ね
る
の
で

は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
の
報
告
書
（
＊
２
）
に
よ
る
と
、

日
本
は
、
１
人
あ
た
り
の
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
排
出
量
が
年
間
32
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
世
界
で
２
番
目
に
多
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府

は
、
30
年
ま
で
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
25
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
20
年
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
の
実
施
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
政
や
企
業

が
先
導
し
て
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取
り
組

み
を
行
う
の
と
同
時
に
、
我
々
研
究
者
が

各
地
域
の
状
況
を
把
握
し
、
ご
み
対
策
の

立
案
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
が
、

環
境
へ
の
影
響
を
理
解
・
意
識
し
た
消
費

行
動
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

海
洋
汚
染
に
興
味
を
持
っ
た
ら
、
ま
ず

は
自
分
の
行
動
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
問

題
意
識
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
が
、
問
題

解
決
策
を
考
え
る
上
で
役
立
ち
ま
す
。

＊1　プラスチックごみが紫外線や波などの作用で劣化し、５mm 以下になったもの。　＊2　UNEP( 国連環境計画）“SINGLE-USE PLASTICS”(2018)

問
題
解
決
に
は
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
取
り
組
み
も
必
要

日
本
の
状
況

仁
愛
大
学
　
人
間
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
　
准
教
授

織
田
暁
子

お
だ
・
あ
き
こ

東
京
理
科
大
学

理
工
学
部

土
木
工
学
科
　
教
授

二
瓶
泰
雄

に
へ
い
・
や
す
お

専
門
分
野
は
、
社
会
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
京
都
大

学
文
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
指
導
認
定
退
学
。
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
を
務
め
た
後
、
２
０
１
６
年
か
ら

仁
愛
大
学
講
師
を
経
て
、
現
職
。

専
門
分
野
は
、
流
体
力
学
、
水
理
学
。
１
９
９
２

年
東
京
工
業
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
。
94

年
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士

課
程
中
退
。
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学

科
講
師
、
同
助
教
授
を
経
て
15
年
か
ら
現
職
。

解説者

解説者

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
５
の
達
成
に
向

け
た
［
仁
愛
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｐ．
　

60
〜
61
で
、
目
標
14
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
理
科
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
た
め

一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る

日
本
の
状
況
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